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ABSTRACT 　In　 order 　 to 　 dcfine　 tllc　 restral 　 border　 of 　 the 　 rcsptrtttory 　 center ，　the ∈ffccts　of

transections 　of 　the 　rostrul 　 n ユ edulla 　obl り ngata 　on 　the 　acti 、
・ity　of 　the 　respirat 〔，ry 　ncurons

in　吐he　⊂audal 　medulk し　were 　studied 　in　cru ⊂ian　carp 　imtnobilize（i　with 　gallczmine．　By

transecting 　the 　n ユedu ］］a　at 　the 　le、』el　 of　the　 r〔冫srrai ｝⊃crder 　cf 　the 　facial　 loL：e，　 the 　 Icspiratory

cycles ，　the 　active 　periods 　 and 　the 　spike 　intervals　of 　both　the 　inspirat。 ry 　and 　the 　expirato エy

neurons 　 w ε re　 prolonged 、　The　 resu ］ts　 suggest 　that　 the　 activity （，f　 respi 【atory 　 neurcns 　 in

the 　raudal 　婁nedul ！a 　iS　cOntinuouS ］v 　en ヒ1arlCC 〔1　zz．ith　the 　LllAL．CECC 　Gf 　El　PeurOIIa ｝　me （
・hanistll

situated 　 hl　 the 　 rostral 　 medulla ．　 This　 meuhanism 　 is （1ualLtative ］y　 different　 frcm　 thc 　pneu −

m 。taxic 　 center （Lunユsden ，1923）in 言erms 。 ［ enhancement 　 The ・1・ythmica 【 activity 　in　the
respiratory 　 neur く）ns 　 clisapPearecl 　 after 　 transectio 冂 at 　the 　 middle 　 level〔】f　 the 〔aciai 　 lobe，
aDd 　the　neur 〔｝rlal　activity 　fluctuated　irregu［ar ［y．　The　maxlmu 冂 ユ　discharge 　frequency 　ob −

serve 〔l　during 　heighte 【lec ］　activity 　was 　fal　】ower 　貲han　in　the 　norlnal 　respirac 　tory 　acti 、
『
e

Phases ．　These　res しLlts 　indicate　that 　亡he　rostral 　border　Df 　the 　respiratory 　center 　of 　t｝1e 聾εh

is　 i【1 ヒhe 豆 nedulla 　 froln　the 　 nlidd 【e ］evel 　 of 　 the 　facLal　 lobe　 to　 the 　level　 of 　its　 Iostral 　bGrder．

（Zoct ・・V 〜〜8・87 ， 26 −3 ノ，／978 ）

　Hukuhara 　and 　Okada （195 〔三）は ，他の 脳 お よ び

末楕 との 神経連絡 を 断 っ た フ ナ とナ マ ズ の 延髄か ら

呼 吸 性 ニ
ニ
ーP ン 活動 を 記録 し， 魚類 で も哺乳類 と

同 様 に 呼吸周期 が延髄 で 形成 され る こ とを 証明 し た ．

そ の 後，魚類 の 周 期的呼 吸 活動 は ，顔面 神経葉の 尾

側縁 の 高 さで 延髄を 切 断す る と停止す る が，第 4 脳

室開放部 の 中央 の 高 さ で 切断 して も停止 しない こ と

が 明 らか に され た （Shelton，1959； 福廿∫，ユg75）。

さ らに ，福 田 （1975） は 第 4 脳室開放部 の 中央 よ り

吻側 の 高 さ て
’
両 側 の 延 髄網 様体を 電気 凝 固 す る と，

周期的呼 吸 活動が i肖失 す る こ とを 報 告 した。こ れ ら

の 実 験 に よ り，魚 類 の 呼 吸 中枢 は 第 4 脳 室開 放都 の

中 央 の 高 さ よ り吻側 の 延髄 に 存在す る と結論で き る 。

　魚類 の 呼吸筋 は 主 に 三 叉 神経 と顔面神経 に よ っ て

支配され て い る 。 した が っ て ，そ の 脳 を 吻側 よ り順

次繊断す る と まず呼吸 筋 の 運動神経核が 破壊 され ，

周期的呼吸筋活動 もま た 呼 吸 運動 も消失す る 。 よ っ

2s

て ，呼吸筋活動を 指標 に した 切断実験 て は 魚類 の 呼

吸中枢 の 吻側 の 限界を知 る こ とは で きな い D こ の 実

験的困難 さ の た め に ，魚類 の 呼吸中枢 の 吻側の 限界

は 明 ら か に され．て い ない 。

　本実験 で は ，尾 側部 延髄 の 呼吸 性 J一
ユ
ー一卩 ン 活動

を 指標 に して，吻側部延髄 の 切断 を お こ な い 呼 吸中

枢 の 吻側 の 限界 が 顔面神経葉中央 とその 吻側縁 の 間

に あ る こ と を 明 らか に した o

材料お よ び方法

　実験 に は 体長 20 − 30cm の フ ナ Ca 　nG 　ss 　ius　ca 　ra 　．c　−

surs 　L ・28匹 が 用 い られ た。動物 の 脳 を 吻側 部 脊髄

か ら視蓋 ま で 露出 し，閂 の 尾 側約 1cm に お い て 脊

髄 を 横断 し た c 次 に 動 物 を 実 験 水 漕 中 1二 固 定 し，

gallamine （227 ± 26gg ！Kg ）を 側筋に 筋肉 内注射 し

て 不 動化 した。動物 の 口 中 に 浅 く挿入 し た ガ ラ ス 管

よ り口 腔 に 実験水漕 の 水 （20’v22
°C ）を 気泡 ボ ン ブ
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でva　tfTt（30〜120 皿 9f皿 in＞し て 呼吸 を さ せ た 。

　呼 吸 周期 の 指標 に は 左下顎 内転宜究運動神経 の 活動

を 用 い た。神経 は 左眼球を剔出 し，蕗 唱分離 した。

神経 の 切断中枢端を銀双極電極 に 掛 け て 神経活動 を

誘導 した 。増幅 は RC 増幅器 （口本光電，　 RB − 5

お よび AVB − 8）で お こ な っ た 。 呼 吸 性 二 一z 一卩 ン

汗動は 銀微小電極 （先 指の 直径 4〜10
μ
m ）で 誘導 し，

微小電極 用 増幅器 （日 木 光 電 ，MZ − 4 ）お よ び RC

増幅器 （口木元電，RB − 5） で 増幅 し，オ ッ
シ ロ ス

コ ープ （日本光電，VC − 7A ）で 一ヒ記神経活動 と と

もに 記録 し た （福 出 は か ，ユ977）。

　先端を入念 に 研磨 して ，先端 よ り 5m エn の 部分 の

巾を lmm ，厚 さ を O・5mm に した 限科用小鋏刀 で

延髄 を 切断 した 。鋏 刀 を 二 方向可動 マ ニ ピ ュ レ ー
タ

∴ の 上 下方向軸 に 固定 し て ，そ の 聞 閉 よオ イ ル マ ニ

ピ ュ レ ータ
ー

で お こ な っ た 。 切断 に 当 た っ て は ，鋏

刀 の 先端 を 0．5
’
〜hm 皿 闕 き，切 断 部 の 延髄 に 0．5

mm 程度ゆ っ く り刺入 し，次 に オ イ ル マ ー＝ピ ュレ
ー

タ
ーを 扶作 し て ゆ っ く り鋏刀を閉 じ て 切断 し た 。こ

の 操作 を 何 回 も繰 り返 し て ， R的 の 全切断 をお こ な

っ た。実験 後 ；脳 を 10％ ホ ル マ リ ン で 固定 し切断 の

完全 さ を確認 した 。

実　験　結　果

　 J
・備実験 に お い て ，延髄 を 小脳脚尾側縁 の 高 さ で

切断 した 後 で も，呼吸性 ニュー
卩 ン 活動 が 尾側部延

髄 で 記録 で きた の で ，こ の 実験 で は よ り尾側 の 延髄

を切断 し た 。そ の 切断部 1立を Fig．1
，
　A お よ び B

に 示 し た 。A は 顔面神経葉の 吻側縁 の 高 さで の 切断

で あ り，B は 預面神経隼中央の 高 さ で の 切断 で あ る 。

Fig ．1．　 Two 　 tr ヨ nsection 　 leve］s．

　　　　（A）ancl （B）the　tr．ap．sect 三Qn 　levels　 at 　thc 　 rostral 　bQrder 　and 　oFthe 　center 　of 　the

　　　　facial　 lobe
，
　 respective3y ．　（ユ） dorsal　 view ，　（2） ventral 　 view ．　（C） cerebellum ，

　　　　（F）　fac量al 　】obe ，　and 　（V ）vagal ！obe ．　The 　tran 　e　tcd 　　lges　are 　reprcsented 　by

　　　　white 　dGtted ！ines，　
厂
「he　brains　 of （A）arユd （B）were 　used 　for　the 　experiments

　　　　shown 　 in　 F 三g．2and 　4　 respectively ，

1 ．顔面神経葉吻門 の 高さで の b 断

　 こ の 高 さ で の 切断 の 効果 を Fig．2 に 示 した 。図

の 吸息性 二＝L …
卩 ン （口 と 鰓」益 の 外転期 に 同期 し た

活動）の 活 助は 左側 の 尾側部延髄で 記録 され た ． 右

側 の 半側 の 切断で ll／k，こ の ニ
ュ
ー P ン 発射に も ま た

下顎内転筋運動 神経 の 活動 に も著 明 な 変化 は 認 め ら

れ な か っ た （Fig．2，　 B ）。続 い て ，左側を 切断す る

と，一・
時的 に 二

＝
一

ロ ン 発 射 が 消 失 し た （Fig・2，

C ）。 しか し，そ の 後単発 の 発射 が現 わ れ，そ の 頻度

が徐 概 こ 増加 し，時 々 群発射 が 藐 才 れ る よ うに な っ

た （Flg．2，　D ）。 60〜100分後．こ周期的 な 群発射が

同復 し た （Fig ，2，　 E ）。 し か し，こ の 群発射の 発射

頻度は 低 く，活動期 間 と周 期 は 著 し く長 い 。切 断後

下 顎内転筋運動神経 の 活動 、よ持続 的活動 に 変 わ っ た

（Fig．2，　C 〜E ）。こ れ は，福 山 （1975） が 筋電図 で

示 し た 結果 と同 じ で あ る 。 同 じ糸 果 が 吸 息性 ニ
ュ
ー
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Fig ．2、　 Effect・．。 ［ transecti ・ n　 at　 the 　 levd 。f
　 　 　 　 the 　 lostral 　 border 　 of 　 the 　 faclal　 lohe．

　　　　UpPer　trace − unit 　 activity 　 of 　 the　 re −

　　　　spira ω ry 　 neuron ．　Lower　 trace − mass

　　　　ac ±ivity 　of 　the 　mQtor 　 De 「 ve 　inne 「vating

　 　 　 　 thc 　 left　 m ．　 adductor 　 mandibulae ．　 The

　　　　same 　arrangement 　applies 　t・ the 　 subse ・

　　　　quent　figures・This　inspirat  ry 　 nevren

　 　 　 　 was 　detected 　 at 　 the 　left　 caudal 　 medulla ．

　　　　（A ）c ・ m τ。 1．（B ）15mi ・ af 【e ・ the … er −

　　　　ance 　 of 　the 　 rightha ］fmedulla，（C ），（D ）

　　　　and 　（E）　18，　75　and 　IO5min 　after 　the

　　　　severance 　 of 　the 　re1naining 　half　medul −

　　　　 ［a ，　resPect 孟vcly ．

ロ ン で は 9 成功 例 で ，呼息Vk　＝一一．− P ン で は 4 成 功

例 で 観察 さ れ た 。

　前報告 （福 田 ほ か ，1977）で ，フ ナ の 呼 お よ び 吸

息 性 ニ
ュ

ー
ロ ン は ，A 型 ： 酒動期 間 の 初期 に 高頻度

て
・
活 動 す る 二＝一

卩 ン 、B 型 ： 活動期間 の 後期に 高

頻度で 活動す る 二 一、一一・ ン ，C 型 ： 活動期 間 を 通 じ

て 活 動 頻 度 が あ ま D変化 しな い ニ ューP γ に 分 類 さ

れ る こ とを 示 した 。 呼 お よ ひ 吸息性 ニューロ ン の こ

れ ら 3 つ の 型 の ニ ュー
卩 ン

／
は ．こ の 切断 の 後 に も，

それぞれ の 型特有 の 発射頻度変化を 示 した。

2 ，顔面神経葉中央 の 高さ で の 切 断

　顔面神経葉中央 の 高 さ で の 切断実験 の 例 を Figs ・

3〜6i．二 示 した 。
　 Fig ．3 は 右側の 延髄 の 尾側端で の

吸 息性 ；
ユ

ー
卩 ン 活動 の 記 録 で ，顔面神経葉中央 の

B

C

醒
　、2

r
■■關 ■ ■願■ 豐 騾■■ 鬨 lo．imV
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0．5sec

Fig 、3、　 E ∈fects　 o 士 se 、
・
eranceat 虻he　middle 　leve】

　 　 　 　 of 　the 　facial　Iobe．

　　　　Thi5 　 respiratory 　 neuron 　 was 　 dc・tected

　　　　at 　the 　 caudal 　 end 　of 　the 　right 　i・・edulla ．

　　　　（A ）c ・ ntr 。し 〔B ）and （C ）10　 and 　 4  　min

　　　　after 　 the 　 severance ・ f　 the 　 right 　 half

　　　　 medulla ，　 respectively ．

高 さで 同 側の 延髄を 切断 した 例 で あ る 。 切 断 に よ り ，

一
時的 に 群発射 を 構成す る spike 数 が 減少 し，呼吸

周 期 は 短 縮 した （Fig．3，　B）。 しか し，こ の 効果 は

3  〜60分程 度 て 消失 した （Fig．3，　C）。 反対側 の 延

髄 が こ の 高 さ で 切断 され．た 場 合 の 効果は よ り軽微 で

あ っ た （Figs 、4B ； 5B ）。

　吸息性 の A 型 お よ び B 型 ニ
ュ
ーP ン の 活動 に 対す

る顔面 神経 葉中央の 高 さ で の 切断 の 効 果 を Fig ．4

お よび 5 に 示 した。両 ニ ューロ ン の 活動 は 共 に 閂の

左側の 延髄 に お い て 記録 さ れた。両図 の A と B の 間

で ，顔面神経葉中央 の 高 さ で ，延髄 の 右半分 を 切断

し た 。
ニ

ュ
ー

ロ ノ の 活動 お よ び 下 顎内転筋連 動神経

の 活動に 著 明 な 変 化 は 認 め られ な か っ た。次 に 残 る

半分 く左側）を 切断す る と，一＝＝− P ン の 活動 は
一

時消失 した が，数分 の 後 に は ，時 々 単発射が現 わ れ

る よ うに な り，発射頻度が 時間軽過 に 伴 っ て 徐 々 に

増 大 して い き，時 に 群 を 俘 る よ うに な っ た （Fig．

4C ，　D ； Fig ．5C ，　D ）。 しか し ， そ の 群発射期間に お

け る 発射頻度 は 切断前 よ り著 し く低 く，また 群発射

期間 は 延長 し て い た っ 群発射 の 繰 り返 し間隔 は ま ち

ま ち で
一

定 の 周 期 を 形 成 す る に は 至 らず，群発射 の

同 に も低頻度 の 発射があ る こ とが 多い （Fig 、4C ，　D ；

Fig．　5・　C
，
　D ）。 以上 の 経過 は 吸息vr−　＝一ユーP ン の A 型

（2成功例）で もB 型 〔2 成功例）で も同 じで あ っ た 。
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A

。
■■■ ■■■■■■■■ ■

°’2mv

　璽璽璽 豐 堕堕 繭 ■■ 圏 ■■■■
正。AmV

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 O．5seC

Fig．4．　 Effects　of 　transect ｝on 　at 　the 　middle

　　　　levei　of 　the 　faciai　lobe．
　　　　This　 neuron 　 w 且 s　 detected　at　 the 　 left

　　　　・ aud ・l　 medulla ・（A ）c・ nt ・・1．（B ）5min

　　　　afte ・ the 　 severance ・ f　 the 　 right 　 ha］f

　　　　medulla ，（C ＞ and （D） 15　 and ユ20min

　　　　after 　the 　severance 　of 　the 　re 皿 aining

　　　　hal正 meduHa ，　 respect 重vely ．

A

一 一

つ い に 成 功 し なか っ た。しか し，吸 息性 ニュー
卩 ン

の 活動を 指標 に して お こ な っ た 切断実験 の 1例 で ，
顔面 神経葉中央 の 高 さ で の 切断操作 に よ り脳 が 少 し

動 き指標 の 吸息性 ＝ユー
ロ ン の ス パ イ ク 電位 が 小 さ

く な る と と もに さ ら に 小 さ い 他の ニ ューロ ン の 活動

が 記録 さ れ た 。 こ の 記録 で は ，指 標 の Yx息 tt　＝一　a 　一

ロ ン の 発射頻度が著 し く低 い 時．こ の ニ ューP ン に

は 低頻 度 の 群 発 射 が 現 わ れ ，吸 息性 ニ ュー
卩 ソ が 群

発射 を お こ な っ て い る時 ，こ OP　＝ ユー
ロ ン の 発射 は

低 頻 度 に な っ て い る。 した が って ，
こ の ニ ュー

卩 ン

の 発 射 頻 度の 経 過 は ，位柑 が 逆 で あ る こ とを 別 に す

れ ば 吸息性 二 ；一ロ γ と類似 して い る。こ の よ うに

活動位相 に 交代性 が 認 め られ る こ とか ら ，
こ の 二 s

一ロ ン は 呼息性 ＝ ＝一ロ γ で あろ うと考え られ る 。

また ， 顔面神経葉 の 中央 の 高 さ で 延髄を 切断 した 後，
切断部 よ り尾側 の 延髄 に ，電極 を 何 回 も刺入 して 周

期的 に 活動 して い る呼 吸 性 ニ
ュ
ー

卩 ン を探索す る 実

験 を 9 匹 の フ ナ を 用 い て お こ な っ た 。しか し，通常，

呼吸性 ニ
ュ
ーロ ン で み られ る 周 期的活動 を 記 録 す る

こ とは で きなか っ た。した が っ て ，顔面神経葉中央

の 高 さ で の 切断 に よ っ て 呼息 性 J・ユーロ ソ の 活動 も

ま た 吸息性 ニ
ュ
ー P ン の 活動 と類似 の 変 化 を 受 け る

もの と推察 され る。

　顔面神経葉の 中央 の 高 さ で の 延髄 の 切 断後 に は ，
下顎内転筋運 動 神 経 の 活動は 14例 中13例 持続的活動

に 変わ っ た 。こ の 結果は ，福 田 （1975） と同 じ で あ

C

D

畔

曜

2

1

0

011
　　　　　　　　　　　　　　　　−
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0．5sec
Fig ．5．　 Effects　oF 　 transectk 川 　at 　the 　middle

　 　 　 　 level　Df 　the 　facia互　10be、
　　　　This　 rleuron 　 was 　 detected 　at 　 the 　left

　　　　caudal 　medu 】1a，〔A ）control
ン 〔B）3min

　　　　aftel 　the　severance 　of 　th 巳　r 重g ｝lt 　half

　　　　medulla
， （C ） and 〔D ）33　 and 　 117min

　　　　after 　the 　severance 　of 　the 　relnaining

　　　　half　 medulla ，　 respectively ，

　前報告 （福 田 ほ か ，1977 ） で 示 した よ うに 延髄尾

側部 で 呼息 vr．　＝： t、　一ロ ン 活動 が 効率 よ く記録 で ぎる

の は顔面神経葉 の 直 ぐ尾側 で あ る 。 こ の 部位 は 顔 面

神経葉中央の 切断部か ら 11nm 程度 しか離れ て い な

い の で，こ こ か ら呼 息性 ニュ　一一ロ ン の 活動 を 記 録 し

な が ら切断す る こ とは ，多 くの 試行 に もか か わ らず

　　　　　　　　　　　　　　　　　　榊A
■■ 卩網■ 騨 ■ ■欄■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
B ■一 ■騾■開■■翩 鬧

・翩騾騾鳳 圃翩扁
一

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0．5sec

Fig、6．　 Effects　 of 　 transecti σ n　 at 　 1he 　 middle

　　　　level　of 　dユe 　fa｛：ial　lobe．

　　　　This　 neuron 　 was 　 detected　 at 　 the 　left

　　　　caud ・l　m ・d ・ 11・ ｛A ）・・ n 匸・・L （B）15min

　　　　 after 　the 　transecti ｛〕n 　and 　the　rel皿 ova1

　　　　。f　the 　medulla 　situated 　caudally 　t 。 the

　　　　transecti・ n ，and （C ）3  min 　 after 　 com ．

　　　　piete　 transection 　of 　the 　 rostra 】horder

　　　　of 　the 　facial　lobe．　 Only 　the 　motor

　 　 　 　 nerve 　 activitles 　 were 　shown 　in　Band 　C ．
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る。残 る 1 例 に お い て （Fig．6），こ の 切断後，
−
F顎

内転筋運動神経 の 活動 は 持続的 に は な っ た が，その

持続的活動 に 周期的 な増 減 が 認 め ら れ た （Fig・6・

B）。 こ の 周 期的 な 活動 は 切 断 部 よ り尾側の 延髄を す

べ て 吸引除去 した 後に も認め られた 。 しか し，顔 面

神経葉吻縁 の 高さ で も う
一

度延 髄 を 切 断 す る と，周

期 的 な 活 動 は 消失 し，持続 的 な 活動 の み と な っ た

（Fig．6，　C ）c

考 察

　1） 呼吸中枢 の 吻側 の 境界 i：つ い て

　尾側部延 髄 の 呼 吸 性 ；
ユ

ー
ロ ン は ，顔面神経葉吻

側縁 の 高 さ で の 延髄切 断 後 に は ，数時間以 上 に わ た

っ て定 常 な 周 期 で
…

定 の 群発射を す る が ，顔 而 神経

葉中 央の 高 さ で の 切断後 に は 不 規 則 な 低 頻度 発射 を

お こ な い ，切断後 2 − 3 時間経過 して も定常 な 周期

の 群発射 が 再開す る こ とは な い 。切断 に よ っ て 変わ

っ た ニ ゴ
ー

卩 γ の 活動様式 が 上 記 の 様に 長時 間 安定

して い る こ とか ら，こ の 活動変化 は，切断 に よ る 機

械的刺激 の た め とか ，切断 に よ り中枢 の 血 液流量 が

変化 した た め に 生 じ た もの で は ない と考え られ る。

した が っ て，呼吸中枢は 顔酉神経葉吻側縁 の 高 さ で

の 切断 で は 皷壊 され な い が ， そ の 中央 の 高さで の 切

断 で は 破 壊 さ れ る と推測 され る e よ っ て ，魚類 の 呼

吸 中 枢 の 吻側 の 境界 は 顔面神軽葉中央 か ら そ の 吻側

縁 ま で の 高さの 延髄 に 存在す る と推 測 され る。

　顔面神経葉中央 の 高 さ で の 切断後 に ，尾 側 部 延髄

の 呼吸 性 ＝ ＝− P ン が ，低 頻 度 の ス パ イ ク 発射 よ り

な る群発射を不定期 に お こ な うこ とが あ る （Fig ．4，

D ）。 また 下顎内転筋運動神経 に 時 に 不安定な周期的

活動が 現 わ れ る こ とがある （Fig ・6B ）。
こ の 現象は ，

切断に よ っ て 呼吸中枢 が 2 つ の 部分 に 分断 され ，両

部が そ れぞれ不完全 な呼吸中枢機能を発揮 した 結果

で あ る と考えられ ，上 記結論 と矛 盾す る もの で は な

い 。

　Hukuhara 　 et　 al ．（1953） は ネ ：・ と イ ヌ の 顔面 神

経核背側の 外側網様体 を 両 但ll性 に 電気 凝固す る と周

期的呼 吸 運 動 が 消失 す る こ と を 示 し，こ の 部位 に 呼

吸 中継 が 存在す る と結論 し て い る e フ ナ の 顔 面 神経

葉 吻 側 部 の 腹側 に は 顔面神経核が 存在 して い る。し

た が っ て ，魚類 と哺乳類 の 呼 吸 中 枢 ば 柑 同 な 中枢部

位 に 存在す る もの と考 え られ る。

　2）　呼 吸 調 節中枢 の 存 在 に つ い て

　顔面 神経葉吻側縁 の 高 さ で 延 髄 を切 断 す る と，尾

側部延髄 の 呼吸性 二 評一ロ ン の 活動期 閥 と呼吸周期

は 延長 し，活動期 の 入 パ イ ク 発射頻度 は 低下す る ．

類似 の 呼吸 周 期 の 延 長 が，小脳脚尾側縁 の 高さ で の

延髄切断 に よ っ て も生 じ る 。 こ の 結果 か ら，フ ナ の

小 脳 の 高 さ の 延髄に 呼 吸 潤 期 を 促進す る 神経機構 の

存在 が 予 測 され る 。

　哺乳類 で は 古 く， ／923 年 に Lumsden は ネ コ の

吻 側部橋 を 切 除 す る と持 続 的 吸 息が お こ る こ とを 認

め
，

こ の 部位 に 下位 の 脳 の 働きを 調 節 して ，正 常 な

呼 吸 周 期 を 形成す る 呼 吸 調 節 中枢 （pneumotaxic

centeT ）を 考え た。そ の 後 ，
　 Cohen （1971）は こ の 部

位 を 刺激す る と呼吸位椙 が 切換え られ る こ とを 報告

して い る。

　 フ ナ の 吻側部延髄 を切除 し た 時 に お きる 呼吸 活動

の 変化 は ，呼 吸 周 期 と吸 息期 の 延長 で あ り，持続的

吸息で ば な い 。 した が っ て ，フ ナ の 吻側部延髄 に 存

在す る 呼 吸 周 期 促 進 機構 は Lumsden （19・　23）の い う

呼 吸 調 節中 枢 とは 異 な る 作 用 機 序 を有 す る もの と考

え られ る 。

　 Hukuhara 　 and 　Nakayama （1959）は イ ヌ と ネ コ

の 吻側部橋を 切除 して も持続的吸息 は お きな い こ と

か ら，また Hukuhara 　 Jr．（1973）は ネ コ の 橋 卜 延

髄境界部を切断す る と，延 髄 の 呼吸 性 ニ
ュ
ーロ γ の

活動期間 と呼 吸 周期が 延 長 は す るが持続的吸息 に は

な ら な い とい う本実験 と同様 な 結果 か ら，Lumsden

（ユ923） の 呼吸調節中枢 の 存在を否定 し て い る 。

　3） あえぎ呼吸 中枢 （gasping 　 center ）の 存在 に

　 　 つ い て

　哺 乳 動 物 の 聴条の 尾側 の 高 さ で 延髄 を 切断す る と，

正 常 な 呼吸運動 は 消失 し，あえぎ呼 吸 が 生 じ る こ と

か ら，そ の 尾 側 の 延 髄 に あ え ぎ呼 吸 中 枢 が 存在 す る

と考 え られ て い る （Lumsden 　 1923： Hukuhara 　 et

a1 ，　ユ951）o

　 フ ナ で は 顔面神経葉巾央 の 高 さ で の 延 髄 切 断 に よ

一
っ て 、尾側部延髄 の 呼 吸 性 二 p．一ロ ン が 定常 な 周期

の 呼 吸 性群発射 を しな くな っ た 後 に ，あえぎ呼吸 に

相当す る発射 が 生 じる こ とは ない （Figs・3，4）。
こ

の 結果か ら，フ ナ の 尾側部延 髄 に は あえぎ呼 吸 中枢

は 存在 し な い と結論 さ れ る 。

要 約

　 フ ナ の 吻側部延髄 の 切断 に よ り，尾側部延 髄 の 呼

吸性 ニ ュー
ロ ン 活動 に 生 じ る変化を検討 し，次 の 結

果 を 得た 。

　ユ）　顔面神経葉吻側縁 の 高 さ で の 延髄切断 に よ っ

て ，尾側部延髄 の 呼 吸 性 ニ ューP ン の 群発射 の 持続
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期問 お よび そ の 繰 り返 し周 期 は 延 長 し，群発射期 の

ス パ イ ク発射頻 度 は 低 下 し た ．

　 2） 顔面神経 葉中央 の 高 さの 延髄切断 に よ っ て ，

尾側部延髄 の 呼 吸 性 ニ ュー卩 ン の 周期的な呼吸性群

発射 は 消失 し ， 同 ニ
ュ
ーロ ン は 低頻度 で 不規則 な発

射 を示す よ うに な っ た 。

　3） ユ）と2）の 結果 か ら，フ ナ の 呼 吸 中枢 の 吻側 の

境界 は 顔面神経葉 の 中央 か ら そ の 吻側縁 の 高さ ま で

の 延髄に 存在す る と結論 され る。

　4） 1）の 結果 か ら，フ ナ の 吻側部延髄 に 呼 吸 周 期

を 促進す る 神経機購が存在す る と結 論 され る。こ の

神経 機構 は Lumsden （1923）の い う呼吸調節中枢 の

作用機序 とは 異 な る もの と 推察 され る 。

　5） 2）の 結果 か ら，フ ナ の 尾 側部延 髄 に は あえ ぎ

呼 吸 中枢 は 存在 し な い と結論 され る 。
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